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100µm の 2 条件で行っており,サンプルは大きさ 12～
13×10×30mm 程度の角柱であり,それぞれの処理深
さについて 3 種類ずつである.以下の表 1 にサンプル
一覧を,表 2 に SKD-61 の成分表を示す． 
 
表 1 受理サンプル一覧 






























処理材の場合には，凝固速度が 7.7 K/s の材料の硬さ上
昇は約 15 %であったが，16 K/s の材料では約 30 %の硬
さ増大が生じ，T6 処理の場合とほぼ同じ硬さが得られ
た．









じた凝固速度 16 K/s 材の T5 処理材に関し，TEM を用
いた STEM-EDX マッピング像を Fig. 4 に示す．Fig. 4




















が 16 K/s の場合には，溶体化処理を省略した T5 材の
場合においても，T6 材と同等の硬さが得られた．
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図 4 窒化処理層深さ 100µm サンプルの外観と 
断面観察結果
このうち,サンプルF について,より詳細な検討を
実施した.FE-SEM による詳細な観察結果を図 5 に
示す.母材よりも軽い元素から構成されている最表
面層の下には結晶粒が確認できる層がおよそ
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